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号外 京都大学 広 報 委員会

OD等問題検討第 2次委員会の 「OD問題について」の答申について

総長岡本道雄

このたび， OD等問題検討第2次委員会から「OD問題について」の答申がありましたので，こ

こにその全文を掲載します。

OD 問題は，近年，大学院博士課程を有する各大学が解決を迫まられている共通の問題となって

います。 OD等問題検討第2次委員会は，総長の宅聞により，昭和52年4月発足以来，さきの OD

等問題検討委員会の答申（昭和48年10月2目。京大広報 No.88所掲）の後をうけて，いわゆるオ

ーノイードクタ ーのその後の実態を調査し，問答申において別委員会で検討するよう勧告していた事

項その他 OD問題解決のために必要な方策について慎重な検討を重ね，この答申をまとめられまし

た。長期間にわたって委員各位の払われた御努力とその成果に対し，改めて敬意と感謝の意を表し

ます。

OD問題は，若手研究者であるオーバードクタ ーの研究条件の問題であるだけでなく，日本の学

術研究態勢の将来にとっても誠に重要であり，この問題の解決を総長としても切に希望しておりま

す。

OD問題の難しさは，この問題が本学だけで解決のつくものでなく，国あるいは関係諸機関の施

策にも密接に関連しているところにあり，提案されている諸点の早期実現は必ずしも容易ではあり

ませんが，この答申にそって他大学とも協議を行い，その実現についてあらゆる機会に国 ・関係諸

機関に働きかけるなど，この問題の改善になおいっそうの努力をしてまいりたい所存であります。

昭和53年4月11日

京都大学総長

岡本道雄殿

OD等問題検討第2次委員会

委員長永田旅宜

OD問題について答申

本委員会は，昭和52年4月発足以来，標記のこ

とについて慎重に審議を!Itねてまいりましたが，
このたび‘結論を得ましたので，見lj紙のとおり答申

いたします。

なお，本委員会は，この答申をもって一応任務

を終了させていただきたく存じます。

OD問題について（答申）

OD問題については，すでに京都大学 OD等問

題検討委員会（昭和47年4月発足，昭和48年10月

解散；以下「前委員会」とL、う。）が約1年半に

わたって検討した結果をまとめた答申（昭和48年

10月2日付答申，京大広報ぬ88所掲）がある。

そこで，本委員会は，次の3点を中心にして検
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討を進めた。

1) 上記答申にまとめられている ODの実態調査

結果と現在の ODの実態との比較

2) 上記答申の再検討，特に上記答申の中で，別

委員会で検討するよう勧告している事項の検討

の その他の措置の検討
これらを検討するに際して，本委員会が基本

的観点として重視したものは，日本の学術研究

態勢の将来を考えたとき，いま何が必要かとい

う点にあったことを付記しておきたい。

1. ODの実態調査の結果

本委員会が行った調査結果（別表1）を，前

委員会の調査による昭和47年度と比べると，

OD総数は約2倍に増加している。 （別表2参

照）

研究科別に見たとき，昭和47年度とほぼ同じ

なのは教育学系及び薬学系であり，大差がない

といえるのは法学系である。他は研究科別にも

約2倍ないしはそれ以上の増加を示している。

（別表3ー l参照）

それら ODの中には，すでに学位を得ている

者も多数あり，特に理学系及び工学系では，そ

れぞれ ODの約22%及び12労が学位取得者であ

る。この事実は，優れた人材で・ありながら OD

になっている場合がかなり多くあることの証拠

と考えられる。

2. 将来の学術研究態勢に関する問題点

現在の大学教員の年令構成を概観すると，

1920年以前の出生者が非常に少ない。 （別表4

参照）

このことは，教員の定員増が相当多数に上ら

ない限り，今後約10年の聞の教員の需要が少な

いことを意味する。

しかしながら，人材の輩出は時勢の影響によ

る変化又は偶然的原因による変化はあるもの

の，統計的にはほぼ均等であると考えるべきで

あろう。

したがって，今後10年間に現われる有用な人

材を確保する方法を考えないならば，10年以上

を経て停年退職者急増の続く時期に至って，教

員の補充にあてるべき優れた人材が不足する事

態を招くことは明らかであると考える。

このことから，現在すでに ODの中に埋もれ

ている，あるいは今後輩出する，真に優れた人

材を10年後に備えてし、かに確保するかは，現在

策定すべき重要課題であると考える。

3. 前委員会の答申について

前委員会の答申の内容に関し再検討を行った
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が，本委員会として異議をとなえる点は見出さ

なかった。しかし，前委員会が京都大学院生協

議会から要望をうけた事項の中に，別委員会で

検討するのが適当として，検討を残した問題が

ある。それは教官空ポストの利用の問題であ

り，次の二つに分けられている。

(1) 教官空ポストを教養部に流用して，教養部

の助手定員を増すこと。

(2) 空ポストを早急に埋めること。

本委員会は，これらの問題について検討し

たが，その結論は次のとおりである。

(2）については，前委員会はその答申におい

て， 「空ポストを埋め，教育組織を充実する

ことは，大学当局者の重要な責任ではある

が，教官人事は大学における極めて重要な事

項であり，拙速は厳に戒しむべきである。」

と述べているが，その点については全く同感

である。

5年前に比べ学内の教官空ポス トの数が大

幅に減っており，それは各部局が研究教育組

織の充実に努めてこられたことを示している

ものと考えられよう。したがって，本委員会

としては，各部局の引き続いての御努力を期

待し，またそれで‘充分で、あろうと考える。

(1）については，非常に多くの問題点がある

ことが明白になった。

① 5年前に比べて空ポス トの数は激減して

し、る。

② 全学的に見ると，助手の現員は助手の定

員を超えている。すなわち，教授，助教授

のポストをある程度助手に流用しているの

が現状である。

したがって，もし（1）を実施すれば，学部

の教授，助教授のポストを教養部の助手の

ポストに流用することになり，制度上の問

題が少なくない。

③ 教養部では，流用可能ならば助手のポス

トではな く，（イ）教授のポス トが最も望まし

く，（ロ）そうでなくても，講師以上のポスト

でないとメリッ トがあまりなく，デメリッ

トがし、ろいろ考えられるとの意見が強いよ

うであるが，教授のポストの流用のみなら

ず，助教授のポストの流用も制度上の問題

点が少なくない。

＠ 流用を実行した場合，もし教養部が採用
する助手（又はその他の教官）の候補者を

ODに限定するよう要請するならば，明ら

かに人事介入になる。しかし，そのような



京大広報 1978. 5. 1 

要請をしないならば， OD問題の解決には

役立つ可能性が少なくなり，流用について

の全学的合意は得られるとは思われない。

以上における重要点は

(a) 流用自体，空ポストが減少を続けてい

る現状からみてむつかしい。

め） 教養部にとって，あまりメリットがな

し、。

(C) 制度上の難点がある。

の三つであるが，これら及びその他若干の理

由により，（1）は推進すべきでないという結論

になっTこ。

4.提案

(1) 2で述べたように，10年後に備えた人材確

保の方策を立てることが必要であり，本委員

会としては，当面の学内措置として， ODを

受け入れる形態について検討を行い，次のよ

うな結論を得た。

すなわち，現在学内において ODを受け入

れる形態には(i）大学院留年，（ii）研究生，刷研

修員の3種類が見られ，その取扱いは部局な

いしは専攻によって差異がある。

しかしながら，本学大学院博士課程を修了

又は退学（所定の年限以上在学し，所定の単

位を修得し，必要な研究指導を受けたのち退

学。以下同じ。）したのち，引き続いて本学

で研究を続ける者については，研究者として

の自立性と前記2で述べた事情に鑑み，別途

全学的に共通な受入れ形態を考える必要があ

り，試案として次のものを提案する。

①新たに「特別研究生」の制度を設ける。

②特別研究生は，本学大学院博士課程を修

了又は退学した者で，引き続き従来の研究

課題について研究するため特に本学の施設

．設備の使用を認められる者とする。

③特別研究生の研究料は，主として施設・

設備の利用にかかるものであることに鑑

み，他の一般の研究生の授業料の額より低

い額とする。

＠ 特別研究生については，この制度の趣旨
に鑑み，検定料及び入学料を徴収しない。

(2) 前委員会の答申において，文部省，日本育

英会及び日本学術振興会への要望が述べられ

ているが，それらについては本委員会も賛意
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を表わすものであり，その実現を要望するも

のである。

しかし，今回，特に人材確保及び大学院の

充実の観点に立って，次の3点（A,B, C) 

を強く要望したい。

A.研究教育補助者経費の新設

① 標記のような経費項目を新設し，博士

講座（文は部門）が不完全講座（部門）

であるものについて，一定の単価（200

万円程度）で積算して，研究科毎に配当

する。

②各研究科は， この配当額により， OD

を研究教育の補助者（非常勤扱い）とし

て勤務させ，その身分及び職責について

は，助手に準ずるものとする。

不完全講座（部門）を完全講座（部門）

にすることは，もとより熱望するところ

であるが，それが至難と考えられる現状

から見て，せめて上記提案の措置の実現

を関係大学が文部省に強く要請するよう

要望するものである。

B. 日本育英会奨学金の返還条件の緩和

前委員会の答申でも述べているように，

いささか短かすぎると思える返還猶予期聞

を過ぎてから免除職に就職した場合，全額

返還しなくてはならないとし、う現行規則は

不合理である。大学の教員として確保すべ

き優れた人材が一時期免除職以外に就職す

る事例は，今後数多く起こる可能性が強い

ので，上記不合理が次の二つによって是正

されることを強く要望するものである。

① 返還猶予期聞を過ぎてから免除職に就

職した場合にも，返還免除の規程が適用

されるようにすること。

② 現行の返還猶予期間の限度を数年間延

長すること。

c.日本学術振興会奨励研究員の増員
標記研究員の増員は，前委員会の答申に

おいても要望されているものであるが，特

に約10年後における大学教員確保という見

地から，今後約10年聞にわたっては標記研

究員を特別に増員するという措置が適切か

っ有効であると考えるので，その実現を強

く要望する。
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（注） 1. 本調査は，昭和47年に本学オーパードクタ一等問題般討委員会が行った実態調査の追跡調査として行ったものである。

2. 調査表のD1～D3欄の（ ）内は，研究所の部門を基礎とする定員を内数で示した。
3. 備考欄の 「X」は， D.以上のODのうち，所定の単位修得認定済の者， 「Y」は研究生等のODのうち，学内の研究所等の研究機関に受け入れ

られている者をあげた。
なお， 「X」及び「Y」のうち， 52年度に新たにODとなった者を（ ）内に内数で記入した。

4. 0 Dの欄中ム印を付した数は，学年相当区分が不明な者の数を内数で示したものである。



（別表 2) 

（人）
2,500 

2,000 

7,500 

1ρ00 

sooト 533

u 
43 44 45 

京大広報 1978. 5. 1 

国公立大学 O D数調

46 47 52＼毎度）

- 9 ー 771 



報広大京外号

3-1) （刻表

研究 科系別 年度別 O D数調

「人1
900 

800 

700 

600 

工学系
吉30

500 

... ~学系

メ／／
乞

'1-5ワ

400 

52＼与度）

- 10一

!2 
4? 

4
6
 

4
7
 
－d
 

44 

169 

43 

300 

zoo 

100 

。

772 



京大広報 1978. 5. 1 

（別表 3-2) 

研究科系別年度別 O D数 調

｛人｝

70 

※...大66

F巨大63

60 
文

50 

学

系

研

究

科
40 

30. 

20 

，／片、＼

h 、 ／ r ＇－、『、、，，、
101- 、、．〆＼

。

"°' 負
U
、マリ
V太由来

，
 
，
 
，
 

t
 

，
 
，
 

F
 

4
F
 〆

教

育

学

系

研

究

科

3 ，， ，， 

20 
d，、
／’＼  ，，、、
〆＼

-／ーーーーー””
／ 
／ 
／ 

、 ／、J

，， ，，， 
，， -， 

京大15

I 0. 

。
13 45 46 47 ムP、坪反）44 

- 11ー 773 



報広大京外号

3-3) （別表

法
学
系
研
究
科

一ー’」戸，－ ーーー』ーーー一一ーーーーー・2 ←
----- 一一一ーーー京大24

/ 
／ 
／ 
／ 

｛人1

30 

21) 

京大 12

－ーー－－太阪市大 10

こ／ 一一一三ーで二てこよ．← ーー→j＇大6
-----－三：－~~一e 一一一一一一 一一二＝＝： 1B昆丈 SC一－) 

／ －一 こ二 －－－一一 H名大＇）（ 一）
E三竺守空Eマ工三ζコ2丘－二－；ぞ＝‘ι一π＝・二テ 今 ユニ じ
~ゴ＝ーー十一ー一 一ー→ － I l東北丈4トー｝

!1L大4（一一I
¥-1島大4十ー 1

10 

。

社

会

学

系

研

究

科

JO 

君B古文21

6
 

今
〆

ι
ふ
八am 
－
 
－
 

，
 20 

， ， ， ， ， ， ， ， 
戸， ， __ r 

---一一ーー・ーー－－ －－’ －ーー一一 一一ーーー ー一一ーー，a・－－－一一 一一ーー－－・－ -----ー

10 

- 12ー

経

済

学

系

研

究

科

! 

47 46 45 
1 
4-J 43 

。

40 

20 

774 

JO 

IJ 



1978. 5. 1 報広大京

3-4) （別表

薬
学
系
研
文
科

ーー、ー、、－． 、』

，．・・、，、，、一
J，、、一

一ーーーー ’－ － 
Fーーー← 一ーー－....’ 

｛人1
20 

10 

。

~ 

学

系

研

科

大吉原ar ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／
 ／

／

／

 

／

／

／

／

 ／

／

 

／
 

／
／

）

 

ノ

／

／

（

 

／
／
’

J

／
／
 

，

．
 

／
／

／
／
 

／
 

／
 ／ ／

 ／
 ／
 
／
 

，ー－－

__. jιぇ22

－・－ t水産1
，，，， 

_ _.' .”” ・----，，，，． ，，，，． -- ,,,,--
／片＼，＼ ／．

.'' ／ 司 、~

〆＿，＿／
＿..，...』 ーー－

.. 

京大J4

90 

80 

ワ0

九大56

名太42

日日－－~ jt.大 35
一日日一一ー一一 ｛農｝

60」

50 

40 

JO 

20 

I 0 

775 

52（写度）

- 13一

47 46 45 44 43 

。



号外 京大広報

（別表 3-5) 

｛人

210 

130 

京文 209

200 

190 

18 

170' 

160 

150 
1望

140 
学

系

，，， ，，， 
”’ 

，， ，，， 
_. E巨大120

』丹
120 

究
710 

／ ，， 名太 108

?' 
／ 
／ ，， 

J” 
d” 

d’ 
／ 一一.－－ 大阪市大21

／ 一一一－一ー－一一_ ... -~ －－－－＂＂＇－・一一 －一ーー一一
~そ－，，，，，.一－ － －ーン7一 ． ，

亨手ぐ＝....；：－.＜二、〉／／

f
 

／
 

V
 

，， ，， ，， 
／ ，，， ，，， 

,,. jヒ大 103
，／  

H 
100 

ρ’ 

70 

F、、、、、
I 
I 
I 
I 
I 
I 
／ 
／ 

ノ
ノ
／ 
／ 

〆
／ 

40＇ 〆

[i広太れ ｛ーーー｝

...... ¥:t目立j;_4勺｛一一一）

－－－ －~ジベ九大 46

90 

80 

60・ー

50 

30 

s
J
 

』da
 

パ

υ 44 45 46 47 52（毎度1

776 - 14一



（別表 3-6) 

（人）
/10 

100ト

90ト

80ト

70ト

60ト

soト

40ト〆

20 

10 

0 43 

／ 
／ 

／ 

44 

京大広報 1978. 5. 1 

ノ京大 702
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

／ ，京文89
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 
／ 

〆
／ 工

／ 
ノ和七大67

／ ／ 民づ4ー、
／ ／ 

／ ／ 

／ ／ 系

／ 
／ 
／ 

,,,.J ／ ノ品恒夫l基エ）51 研
，， ／ 

，，， t〆 ／ 
／ 

J〆 ヴY甲"L 

／ ／  
/ 

戸ノ阪大（工）40 fヰJ〆 ，，， 
，戸

，，， ，，， 

戸？づ〆
〆F ，，， 
／ ，，， ，，， 
／ ，，， ，，， 

名大29

九大 15

－－－・・都立大 12

－ー－－.：：ニ“一－－一一大阪府大 10
－－ －.：.；ぞ士斗~品－－－－－·ー←

45 46 47 52 （勾度）

- 15 - 777 



号外 京大 広報

（別表 4) 

大学教員年令別調 （昭49年文部省教員統計調査）

｛人）

2.olJ 

2.539 

2,500 

2,000 
1,999 

2,058 

1,500 

1000 

, 020 
/¥  1,000 

956 

929 

857 867 
816 

500 

4 33 

69 68 67 66 65 64 63 62 6' 60 5ヲ5857 So 55 S4 53 52 5マ504) 48414b 45付 4j424140J938J"J635 （才）

778 - 16一


